
    

    

 

 

 

  



 

 

  



    

    

 

 

 

 

  



 

 

  



 

 

 

 

ISS進行方向と天頂方向ごとに 3つずつカメラが設置されている。(0番~5番まで計 6つ) 

同一方向のカメラは視野が視野方向の中心 GSC-Z,GSC-Hから見て 40°ずつ被っている。  

それぞれのカメラが 80°ずつの視野を持ち、それらを総計すると 160°になる。短い視野方

向 θは 3°ある。  

視野方向には長い部分と短い部分があり、長い部分を φと称する。 

  



 

 

 

  



 

 

 

 

 

 



 

  



 

 

 
  



パドル遮蔽範囲と X線イベント発生範囲の照合  

(2011/03/09の時刻(s)―遮蔽角 φ(camera0-paddle1)) 

Φ[degree]

] time[s]  

Φ[degree]

dptc[s]time[s]  

 



 


